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 新年あけましておめでとうございます 

いよいよ 2024年、令和６年が始まりました。今年もよろしくお願いします。しかしながら令和６年は、

元日から能登地方の震災、羽田空港の事故、北九州市では鳥町食堂街の火災などが続き、大変、悲しいニュー

スが続きました。お亡くなりになられた方に心よりお悔やみ申し上げます。また、被災された方にお見舞い申

し上げるとともに、被災地の皆さんの生活が一日も早く復興されることを願いたいと思います。学校でも、被

災された方々に何ができるかを考えるとともに、災害から自分の身を守るためにどうすればよいかを考えて

いきたいと思います。 

 大谷選手のグローブが届きました 
 1 月１２日（金）に大谷翔平選手のグローブ3つが学校に届きました。早速1月１５日（月）の朝一番に

全校児童を体育館に集めて簡単なセレモニーをしました。私から児童の代表へグローブを贈呈し、代表児童に

キャッチボールを披露してもらいました。その後、児童全員が触れるようにグローブを各教室に回しました。 

  

 

 

学校教育目標 

心豊かで自ら学び、たくましく生きる子どもの育成 

＜やさしく かしこく たくましく＞ 

1 月 

 

 

ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャーリーガー、大谷翔平です。 

この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持ってもらうために立ち上げたプログラム

を紹介するためのものです。 

この 3つの野球グローブは学校への寄付となります。それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の世代

に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した

人生を送る機会を与えてくれたスポーツだからです。 

このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうために、私からのこの個人的なメッセージ

を学校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。 

この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。 

貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。 

 

野球しようぜ。                                大谷翔平 

 

大谷翔平選手からのメッセージ 


